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加することで，鏃の周囲のみが試料の影響を受け微生物が in situ で増殖または，試料
に引き寄せられ，周囲に住み着くというモデルとなっている．本鏃は極めてシンプル
な作りをしており，誰にでも容易に扱うことができるという特徴を持つ．本研究で開























加した鏃を土壌に埋設し 2 週間ごとに計 8 週間，鏃周辺土壌のフェノール濃度・微生
物叢・phenol monooxygenase 遺伝子量を調査した．フェノール濃度は，鏃埋設後 2
週間目にフェノール濃度が約 300 ppm に達し，十分な汚染区を構築した後，減少する




や Streptomyces sp. といった菌の優占化が確認できた．さらに，定量 PCR により
phenol monooxygenase 遺伝子を定量したところ，phenol monooxygenase 遺伝子は
試験期間で約 2 倍以上に増加していた．よって，鏃を用いることで，少量の環境汚染
物質量，即ち，低コストかつ実サイトでのバイオレメディエーションに向けた事前評
価を行えることが示唆された．
iv 
本研究を通して鏃には 4 つの特徴があることを実証した．
①：in situ で土壌微生物集積が行えること
②：使用する試料による環境負荷を最小限にできること
③：使用する試料の量が従来法より極めて少ないこと
④：簡便で誰にでも扱えること
上述した特徴を考えれば，鏃は未だ発展途上ではあるものの，土壌微生物集積を始
めとしたさまざまな土壌微生物実験への応用が期待される．
